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妊馬血清性ゴナドトロピン製剤投与の去勢婦人膣

　　　　　　スミや像に及ぼす影響について
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　性腺外Estrogen（以下Eと略）として，副腎よ

り，Callow　a　Callow　1），　Bea112）～3）がEを単離し，

これがEの中のEstrone（以下EOと略）であるこ
とを報告し，その後多数の報告4）～7）で副腎がEを分泌

することが立証され，以後，副腎性Eに関する研究の

報告は多い．けれどもその分泌機序は純粋な人下垂体

前葉ホルモンの得られないこと等もあって，未だ未知

の点が多いのが現況である．

　副腎性E分泌に関する下垂体前葉ホルモンの作用に

ついて，先ずACTHについては，これが副腎皮質を

支配するホルモンであること，およびこれまでの多数

の報告8）～14）よりその副腎性E分泌に対する関与はほ

ぼ定説化し，またGonadotropin（以下Gと略）の

作用についても閉経期後および去勢婦人においてGが

著増することおよびこれまでの多数の報告9）10）15）～23）

よりその副腎性E分泌への関与が推定されているが，

未だ異見もある．

　さて，この副腎性E分泌におけるACTHおよびG

の作用に関して，著者は既報論文24）25）においてEの化

学的測定法により検討を加え，G特に卵胞成熟ホルモ

ン，FSH作用の強いGである妊馬血清性G（以下

PMS－Gと略）投与後に尿中Eが著増する傾向を示す

こと等より，Gが副腎性E分泌にACTHと共に重要

な役割を行なっているのではないかと思われる結果を

得てこれを報告したが，今回，著者は，副腎性E分泌

に関するGの作用に関して，生物学的な面より検討を

加えるため，去勢婦入にPMS－Gを投与して，その

腔スミや像の変化について検討を加えた．

　人腔スミヤの内分泌学的研究については，Papani・

colaouの報告26）後，極めて多く27）＾29）枚挙にいとま

がないが，本邦においても，腔スミヤの採取法，染色

法，判定法，および性周期，妊娠等に伴う変化等に

ついて，多数の報告30）～37）が行なわれている．

　しかしながら，著者の調査した限りでは，去勢婦入

にGを投与して膣スミや像の変動を観察した報告は未

だ見られない．

　よって今回，著者は，副腎性E分泌に関して，著者

の既に報告した化学的実験24）～25）に生物学的な面より

の検討を加える目的で去勢婦人に対してPMS－G作

用の強いGであるPMS－G（Serotropin）を後述の

方法により投与し，月室スミや像の変動を観察して，検

討を加えたので以下これを報告する．

実験材料および方法

　1）実験材料

　実験材料としては，当科に入院し，手術により性腺

機能を失い，術後2週間以上を経過した患者で，肝，

腎機能の正常な安静状態にあり，かつスミや像に影響

を及ぼす程度の腔炎のない症例をえらび，その腔スミ

ヤを，前日より膣洗等の処理をしない状態で，型の如

く後膣円蓋より綿花棒にとり，載物ガラス上にたたき

つけるように，綿花棒を廻転させながら塗抹し直ちに

95％アルコール・エーテル等量液に固定（3分以上1

週間以内）したものを用いた．

　2）実験方法

　a）染色法

　Papanicolaou　EA36法26）に従って次述の如く行な

った．

　（1）80％→70％→50％アルコールに2～3分浸す，

（2）蒸溜水で洗う（1分），（3）0．5％Harris　Hae・

matoxylin液に浸す（5分），（4）蒸溜水で洗う（2

分），（5）0．5％HCIに，軽く通す（6回），（6）流

水で洗う（4分），（7）飽和Lico3液（蒸溜水100

mlに3滴加えた液）に浸す（1分），（8）流水で洗
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う（1分），（9）蒸溜水で洗う（1分），（10）70％→

80％→95％アルコールに浸す（短時間2～3回），（11）

OrangβG液に浸す（1分），（12）95％→95％アルコ

ールに通す（20～30秒），（13）EA36液に浸す（2分）

（14）95％→95％→95％アルコールに軽く通す，　（15）

100％アルコール・キシロール等量液に浸す（3～4

分），酬（16）xylo1→xylol→xylol液に浸す（3～5

分），（17）カナダバルサムにて封鎖する．

　現在，腔スミヤの染色法が多数発表され検討されて

いるが，著者は今回の実験にはPapanicolaou　EA

3626）法が有用と思われ，これを用いた．

　b）判定法
　人腔スミや像の判定は非常に複雑で，熟練を要する

他に，その判定の表現法についても，種々の方法が行

なわれており，それぞれ長所短所を持つが，松枝・杉

本36）はこの点についても詳しく批判し，新しいSme・

ar　Indexによる判定法を報告している．

　今回の著者の実験では，去勢婦入にPMS－G（Se・

rotropin）を注射後の腔スミや像の短期間における

変化を端的に判定，表現するため，酸好性細胞係数

Acidophilia　Index（以下A．1．と略）および核濃縮

細胞係数Karyopycnosis　Index（以下K．1．と略）

による方法が適当と思われたので，各プレパラートに

つき300個宛の細胞について検討を加えた，

実験　成　績

　（1）　正常婦入の腔スミヤのA．1．およびK．1．

　著老の観察した正常な性周期を有する健康丁丁の腔

スミヤのA．1．およびKJ，は20例平均で，平均値は

A．1．が37．3，KI，が92．5であった．

　（2）去勢婦人の腔スミヤのA．1．およびKI．

　著者の観察した去勢婦入の膣スミヤのA．1．および

KI．は16例平均で，平均値はA．1．が17．4，　K．1．が

37．9であった．

　（3）PMS－G投与の去勢婦人腔スミや像に及ぼす

影響

　去勢婦人10例にSerotr⑳in　2，000　i．u．を1回投与

し，投与前，投与後3，4および5の各日の膣スミヤ

を既述の方法で採取，固定および染色し，その腔スミ

や像についてA．1．およびK，1，を各々300の細胞によ

って観察した．成績は第1表に示す如すであり，これ

を図示したのが第1図である．以下投与前および投与

後に分けて成績を検討する．

　1）投与前
　A．1．およびK．1．共に低値を示した．先ずA。1．は

比較的高値を示す例もあったが全体的には10％前後の

例が多かった．：K．1．はA．1．に比べて比較的高値を示

す例から低影野まで種々であった．

　去勢婦人の腔スミや像はこれまでの報告30）32）36）37）に

よれば，閉経期前の婦入では去勢後も急に基底細胞，
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第1表　妊馬血清性ゴナドトロピン投与の去勢婦人腔スミや像に及ぼす影響
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中間細胞が増加することはないようであるが，著者の

観察例でも同様であった．またEの低下にもかかわら

ず細胞は比較的孤立性を示しており，これは同時に

Progesteroneも低下しているためかと思われる．

　（2）PMS－G投与後
　A．1．は投与3日後より10例中8例が増加を示し，

4，5日後も更に増加した．K．1．も投与後4日より10例

中5例が増加を示し，5日後も：更に増加を示し，この

面からも■一PMS□G．投与後，副腎性Eの増加を招来す

ることを示唆する成績が得られた．

考察および結論

　副腎性E分泌は極めて複雑な機序により行なわれて

いると思われ，その分泌機序に関しては，既述の如く

多数の報告があるが，詳細は未だ不明であり，従って

なお各方面よりの研究が必要である．著者はこの点に

関して，既に尿中Eの化学的測定による実験24）25）でG

がACTH：と共に副腎性E分泌に重要な役割を行なっ

ていると推定される結果を得て報告をしたが，これは

擁雑な代謝を経て主に肝臓等で不活性化されて排泄さ

れたEを測定したものであり，体内における活性Eの

動態を見るためには，腔スミや法等による検索が必要

である．すなわち，入腔スミや像は腔上皮に高度の障

害のない限り体内で作用している活性Eの量を直接反

映するのであるから，体内におけるE，特に活性E量

の変動を観察するのには，腔スミや法によるE変動の

検索は（定：量は困難であり，また，染色法，判定法に

なお各種の問題点はあるが），極めて有用であり，ま

た必要と思われる．

　体内でEが分泌または授与されてから腔上皮にまで

その作用が及ぶまでの時事は，Eの量，生体のそのと

きの状態等に．より異なると思われるが，この点につき

杉本37）は去勢婦人にEstradiolbenzoate　10　mgを投

与し，投与前後のSmear　Indexを検索して1ag

timeは3，4日と報告しており．，著者の今回の実験で，

去勢婦人にSerotropin　2000　i．u．を投与3日後より

Eの増加を示唆する結果が得られたのとほぼ一致す
る．

　また著者の既に報告した尿中Eの化学的測定による

実験25）では，去勢婦人にSerotropin　2，000　i．u．を投

与した場合，投与1日後より既に尿中Eの著増を見て

おり，この成績も上記の結果に一致する．副腎性E分

泌に関して著者は既述の如く，これまでに化学的実験

によりGがACTHと共に副腎性E分泌に関与してい

ると思われる成績を得て報告したが，腔スミや法によ

る今回の実験，すなわち，生物学的検索の成績からも

Gが副腎性E分泌に重要な役割を行なっているのでは

ないかと推定される結果を得た．

　以上，著者は肝，腎機能の正常な安静状態にある去

勢婦人に対してFSH作用の強いGであるPMS－G
（Serotropin）2，000　i．u．を投与し，既述の方法で腔

スミヤを採取，固定および染色し，その腔スミや像を

A．1．およびK．1．により検索した実験成績を次の如く

結論する．

　1）Serotropin投与前の腔スミャ像はA，1．およ

びK．1．共に低下しており，著者の実験対象とした患

者はE分泌の低いことを示唆し，かつ細胞は孤立性を

示した．

　2）Serotropin投与後の膣スミや像は，　A．1．は投

与3日後より，K．1．は投与4日後より増加傾向を示

し，その後も更に増加傾向を続け，副腎性Eの増加を

示唆した．

（乱筆するに当り，終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜った恩師

赤教両国に深く謝意を表すると共に，貴重な御助言，御支援を賜

った西田助教授並ひに教室鼻各位に感謝します・）
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　　　It　has　not　been　concluded　yet　whether　only　adrenocirticotropin（ACTH）acts

on　the　adrenaI　cortex　for　the　biosynthesis　of　adrenocorticaI　estrogen　or　both

ACTH　and　gonadotropin．
　　ノ　　　In　the　present　expriment，　the　infIuence　of　the　administration　of　2，000　i．u．

pregnant　mare　serum　gonadotropin（PMS－G）on　the　vaginal　smear　was　studied　in

10castrated　women．
　　　The　challge　of　the　vaginal　smear　was　observed　by　the　acidophilia　index　and

セhe　karyopyciosis　index．

　　　The　results　were　as　follows．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　1．Acidophilia　index　of　the　vaginal　smear　increased　3　and　4days　after　PMS－G，

and　remarkably　5　days　after，

　　　2，Kariopycnosis　index　of　the　vaginal　smear　increased　4　and　5　days　after　the

administration　of　PMS－G．
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1．投　与　前 4．投　与　前

2．PMS－G投与3日後 5．PMS－G投与3日後

3．PMS－G投与5日後 6．PMS－G投与5日後
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7．投　与　前

8．PMS－G投与3日後

9．PMS－G投与5日後


